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1　 赭 言

　絡戰後月藷 の加 工 利用方面の 研究 が特に 著 しい が ， 筆者等は 昭和21年 よ b24年迄栽培試驗並 に

成分 々 析特に Amylase 力糖化力 に 就 い τ調 ぺ た ．一般 1こ甘藷 の成分に關する報告は多數 あるが ，

その 由來の制然 とせ ぬ もの が多い の で ， 筆者等は 4 年間 に 亘 り， 不 可抗力以 外の條件 を同一一
にす

る よ うに して 栽培管理 と實驗 を行つ た．その 成果の 中災味あ る 2
，
3の報告をす る．

　生育期 間中の 炭水 化物並 に 藷 ， 蔓量の 變化に就 い て trk・． 西 田氏
1）

甘藷汁液の Amylase 力 と

貯藏性 に就 い て は木原氏
2
糖 化率 と味 とは田中氏

5） と夫 々 報告があ るが，藷 の牧量を左右す る降

水量 ，
Amylase 力 ，

　 pH ， 廿藷牧量等の綜合報告に就 い て は 例が な い ．

∬　蜜 驗 及 び 考 察

　圃 　場 香川縣小豆 郡池 田 町 縣立農事試驗場 花崗岩質埴壌土 （最大容水量 22．15％）

　耕種條件　挿苗　昭和 24年 6 月 5 日　畦 巾 2．5 尺　株聞 1．2 尺　反 當耕 直3600本 肥料　堆

　　　　　 肥 200貫　硫安 1貫　過燐酸石次 1貫　鹽化加黒 1貫（凡て反當）　 1區 5 坪 2 區制．

1．反當蔓重量 ， 鰓藷重量．

　各 時期 に採掘 拝量 反 當換 算す．氣濫は準年並で あつ たが，6， 7，
8月の 氣象條件 が良寿で あ つ

た ので ，
8 月上 旬 よ ら9 月上 旬にか けて 塊桟の肥大は特 に良寿で あ つ た．蔓の 生育 は秋期 の降水

に よ り，
9 月か ら10月に か け て ， 例年よ りも旺盛で あ つ た．

2， 降 水 量，土壌水分，

　作物 と降水量とは重 大 な關係が あ b．特 に 當地 方で は甘藷の 生育 は降水量 に左右 さ れる の で
，

降水が土壌に如何に保留 され ， それ が甘藷 の 水 分に影響を與 え る か を見 る爲 に， 8 月16日以降の

生 育期闇中の品種別，時期 別の 諸 變化．

　　　　品　種　　護　　　國

探　堀　 反　當

月　 日　 憂重量
反　發　 　 　 　 　 　 ± 　 壞
　 　 　 降水量
総藷量　 　 　 　 　 　 水　 分

甘 　藷　 　 　 　 　 　 　 可溶性
　 　 　 炭水化物
　 　 　 　 　 　 　全　糖水 　 分 ll。籍i・ 粉 轡 鑼… ・H

8月 1 日

貫
258

貫
173 一 訓 63．97830B512 ，8170 ．49525 ．24〕 410 ．505 ・夐

8．16363247 一 　　　　1一 6砿．17730 ．9992 ．02L0 ．58126 ．0801613 。855 ．6

9．　 152534519 ．111 ．73965 ユ3329 ．4361 ．890054624 ．7914822 ．ω 5．8

9．1655842988 ，614 ．37965 ，9413 α45D3 ．34113 」824 ．3984825 ．765 ．8

o．　 1682578 跖 o．114 ．62565 ．5673L9852 ．4．101 ．77326 ．61臼 25627 ．866 ．0

0，1665563885 ．715 ．68667 ．78533 ユ512 ．8611 ．58827 ．26125627 ．866 ．0

1．　 15057 工064 ユ 14．96565 ．064332522 ．4991 ．53226 ．67725627 ．456 ．0

1，164687783L516261
●
　6434833 ．9463 。7780 。945

　　　　　127
．15151227 ．3D6 ．0
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品 種 　 農　 林 2 號

聳艦 雛幣 ・・坤 ・… 水 化 囎 嚠 讎 醐 轡 辮 ・H

8月 1日 219179 　 6L81234 ．8772 ．1850 ．40329 ．423 2 8．95 ．6
8．16274233 一 63．46134 ．3292 ，54〕 0．48428 ．610 410 ，85 ．6

9．　 14593701L38863 ．06433 ．1622 。121o ．44827 。9371214 ．95 ．8
9．1655548415 ．38外 64。54〕 34．2592 ．362056328 ．7」31222 、65 。8
10．　 156556214 ，04263 ．62334 ．9693 ．7570 ．59428 ．0914825 ．85 溜

10，1650465214 ．92863 ．71035 ．1363 ．3770 ．508285836426 ．85 ．8
11．　 15297431455763 。53736 ．0792 ．8560 ．36129 ．89212827 ．96 ．0

1L　 1640481115 ユ9362 β3933 ．4932 β28o ．41427 ．6」325627 ．36 ．G

品　種　　沖　 縄 100 號

舗 驪 鯊 響 ・ ・坤綱 炭 水 働 ・ 纏 欝 蜩 網 G糶 ・H

8 月 1 日 195167 一 69．81325 ．4182 ．781124920 ．373 219 ．85 ．4

8．16259275 一 7」．69324 ．3242 ．932L43419 ．253 4　｛ n ．35 ，4
9．　 14204161L4747L58822 ．6852 ．7420 ．98917 ．94912 　 il4 ．95 ．6
9．1648857115 ．38872 ．09124 ．3383 ユ83L73219 ．040 娼 i22・・ 6．o
10．　 148 遠 69414 ，63771 ．25126 ．8253 ，716L7152 ）．79816 ° i22・96 ．0

10，1646779414 ．62672 ．81025 ．1963 ．7011 ．67319 ．3461 ω i25・25 。8
11．　 137188714 ．5237346923 ．7463 ．6131 ．46818 ユ20256i26 ・95 ．8
11．1629299 〕 14．77372 ．987222873 ．039L566

　　　　　「
19．248384i26 ・85 ．8

降水量 を示 した．表 中の降水量は各供試日間の降水 量で あ る．

　 土lf　・k分 は畦の表面下 ユOcm 附近 を採土供試す．土壤水分は單に降水量の み に依 らす ， この例

で は 日 照 ， 氣温 ， 蔓の 繁茂状况等 が影響 して 居 る が ，
9 月以 降は降水量 と土壌水分 とは 一定 の關

係が な く， 14〜15％ を保つ て 居 る．

3．＃ 藷 の 分 析

　採掘 した 甘藷申略 々 罕 均の大 き さで無傷の もの を供試す．採掘後24時間以 内に水洗し， 皮付き

の まま卸 し器 で磨陣 し各成秀を常法 に よ b定量す．

　水 分は 8 月は 幾分少 い が ，
9 月以降は 大體一定 して居 る．之は諸因子 の影響 する もの で あ るが，

貯 藏中に於 ける水 分の變 化の 少 い ζ と
4）

と較ぺ て興味深 い 現 象 と思はれ る．

　土壌水分 と甘藷求分 とは關蓮が見 ti3さ れ な い ．

　炭水化物は その 最大含量の 時期が 品種 に よ り異 り， 早生種の 「沖縄 100號」が 早目に最高 に邃

して 居 る．叉 3 品種 矮 8 月 1 口 に於 て す で に相當量の炭水化物 を生 じて居 る．

　溶性全糖 も溶 匪直還糖 も共 に供 試期闖を通 じて複雜な變 化を示 して 居 る．澱粉は鍛類 と異 b初

期 に於て 既に一定含量 を示 し牧穫期 に至 つ て居 る．糖類 と反當蔓重量及び總藷重量 とは 一定の 關

係が舅出され な い ．

　Amylase 力糖化力

　前記 の 磨碎 した試抖 100g に蒸溜水 100　cc と Toluol　l　cc を加 え20℃ 附近 に 於て 2 時間浸漬

し濾液を酵素液 として 直 ちに使用す，

Amylase 力 は Wohlgemuth 法 1こ準 じた ， 帥ち α5％ 可酔性澱粉液 5ρ cc
， 醋酸綏衝液 （pH

6．0） 25cc に 酵素液一定量 と toluol 　1滴 を混 じ ，
50

°
士1℃ に 1 時間反應後 N

，

！1  沃度液 で檢 した ．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

（岩田， 山元 ） 木材糖化の 工業化 に闘する研究 （鎬8報） （26わ

表中の 數字はPt素夜　1　cc が50℃ 工時間で 淌化す る 0．5％澱粉溶液の cc 數で ある・

　Amylase 力 は 8 月上 旬 は頗 る微弱 で あ るが ， 牧穫期 に は 相 iz−　6M力に なつ て居 る． 而 して蔓の

勢 力の劣えか けた 9 月下 旬か ら急激 に 上 昇 して 居 る が ， 之は 地下部 が そ の 後 も充分 に 生長 し て 居

る こ と と考 え併せ て複雜な諸因子 が考 え られ る が又一方， Amylase の 各時期に於 ける形態を追
求 し， 活性化す る こ とに依 り更に異つ た結果が得 られ るか も知 れ ない ．

　糖化力は ， ．2．5％可 溶性澱紛渡 にOcc， 醋酸綏衝液 （pH 　6．0）2．5cc， 酵素液5．Occ，　toluol　1滴

の 混液 を50
°
± 1℃ の恒温槽で 1 時閥反應後，直邇糖 を Bertrand法 で定量 し， 對照 との 差 で 壇加

糖 量を Glucose として算出 し， 糖化力を比較 しt ．

　こ の 糖化力は前牛蔓 の 生長 と比例 して 上 昇 して 居るが ， 蔓が劣 えて か ら何れ も最高 とな b略々

同檬な値 で 牧穫 期 に 至 つ て 居 る．

　表に見 る如 くこ の方法で 測定 した Amylase 力糖化力は關逕あ る傾 向が見 られ ない ．

　pH は島津簡易迅速測定器に よつ た が，初期 に 於て 何れ も低 く， 9 月下旬頃最高 とな b ， 沖繩

100 號 で は 牧穫期 に 少 し く低 くな つ て 居 る．

要 約

　甘藷 の生育期間中の諸變化 を護國 ， 農林 2號 ， 沖繩 100號の 3 品種 に就い て探求 したが， 降水

量は 土壌保留 水分及 び甘藷 ノk分に影響 を與 えなか つ た．甘 藷成分 に就い て は ， 水分は 9 月以降殆

ん ど變化が な い が ，
水溶性全塘 ， 水溶1生直還糖の變化峠複雜で ある・汁液の Amylase 力は初期

は微弱 で あ る が ， 蔓が劣 えか けた頃か ら急 に 強 くな り末期 に は相當張 い ．

　糖化力は 9 月中旬頃か ら略 々
一
定 して 居 る．

　pH は 品種に よ り異 る が ， 初期 は何れ も低い ．

（本報文の
一部は 昭和 24年12月10 日 日本農藝化畢會關 西支部例會で報告 した）・
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木 材 糖 化 の 工 業 化 に 關 す る 研 究 （第 8 報）

木 材糖化液で 生甘 藷を糖化 し†こ醪の醗酵 に 就 て

岩 田　 芳 ・ 山 元　 博

（温 泉醸造工業株式會祗研 究所 ）

（1）　 緒 言

　前 報に於 て Percolator よ b排閏さ れ た 木材糖化液 の餘熱 と酸 を利用 して 澱粉質物料 を糖化 し

糖濃度を高め得 る こ とに就 て報告 した が， 本 報に於 て は ， 澱粉質物 料 として 生甘藷を使用 した る

場合の 醗 酵に就て檢討 を試み る．

（2）　 賀　驗　の　部

〔實驗 1 〕 生甘藷を約 5mm3 位の 大さ に切 b， 未 申和の 木材糖化液をカllへ て蒸煮釜で 3．5  1
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